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河道掘削

遠賀川直轄河川改修事業（彦山川下流部浸水被害軽減対策事業）【直轄】 河川－１
お ん が が わ ひ こ さ ん が わ

平成24年７月出水状況

浸水想定区域

令和７年度補正
実施内容：河道掘削 等
事業費：１，１１２百万円※

※遠賀川水系における直轄河川改修事業の
令和7年度補正予算の事業費を記載しております。

【凡 例】
：R7当初まで
：R7補正
：R8以降

10K

1１K

 彦山川においては、平成２４年７月の九州北部豪雨において、中流域の伊田観測所で既往最高水位を記録するとともに 沿川
では浸水被害が発生し、護岸崩壊等の施設被害が発生した。

 令和７年度補正予算により、河道掘削を実施することで、早期に治水安全度の向上を図る。

福岡県田川郡福智町金田地先
たがわぐん ふくちまち かなだ

伊田観測所
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土砂①
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連節ブロック

待機場・休憩場

ヘリポート

水防センター

排水ポンプ車庫

駐車場

土砂③④

山国川直轄河川改修事業（唐原地区河川防災ステーション事業）【直轄】

 山国川の防災拠点として、上毛町唐原地区において河川防災ステーションを整備中。

 円滑かつ迅速な避難等に資するための「住民避難にも活用できる河川堤防等の整備の推進」として、水防活動の拠点
整備を実施している。

 令和７年度補正予算により、引き続き整備を実施することで、河川防災ステーションの完成を予定している。

や ま く に が わ と う ば る

山国川流域

こうげまちとうばる

福岡県上毛町唐原地区

岩砕
連節ブ
ロック

根固めブロック

土砂②

土砂①

土砂③④

水防センター

駐車場

待機場・休憩場

ヘリポート

A´

施設配置平面図

舗装工・水路工・備蓄資材

A

整備イメージ

山国川
水防センター（上毛町）

令和７年度補正
実施内容：防災ステーション整備 等
事業費：３０７百万円※

※山国川水系における直轄河川改修事業の
令和７年度補正予算の事業費を記載しております。

山国川

防災ステーション整備

位置図

断面イメージ図

DL=20.000

A - A´ H=1:100
V=1:400
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資材置場通路{資材置場(根固ブロック)} 通路

坂路

用地買収 文化財調査 擁壁工・基礎整備

舗装工

舗装工 備蓄資材

擁壁工 文化財調査 擁壁工

基盤整備

舗装工

舗装工

水路工 A´A

河川－２

令和7年3月撮影



筑後川直轄河川改修事業（巨瀬川緊急対策特定区間事業）【直轄】

巨瀬川
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樋管
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用地
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築堤
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築堤河道掘削

浸水想定区域

【凡 例】
：R7当初まで
：R7補正
：R8以降

 筑後川水系巨瀬川では、令和５年７月豪雨により堤防越水や護岸崩壊が複数箇所で発生し、浸水家屋3,181戸、浸水
面積1,690haの甚大な被害が発生。

 緊急対策特定区間に指定し、緊急的に築堤及び河道掘削等の河川整備を実施することにより、令和５年７月豪雨と同
規模の豪雨に対する被害の軽減を図る。

 令和７年度補正予算により、築堤等を実施することで、早期に治水安全度の向上を図る。

ち く ご が わ こ せ が わ

河川－３

※筑後川水系における直轄河川改修事業の
令和７年度補正予算の事業費を記載しております。

くるめ たぬしまる いまえ

福岡県久留米市田主丸町以真恵地先外

位置図

筑後川

大橋小学校

巨瀬川庄前橋

巨瀬川5k600付近の浸水状況（R5年7月）巨瀬川4k000付近の浸水状況（R5年7月）

令和７年度補正
実施内容：築堤 等
事業費：２,０５４百万円※

位置図



六角川直轄河川改修事業（牛津川低平地対策事業（牛津川遊水地））【直轄】

 令和元年8月洪水により甚大な被害を受けた六角川水系においては、再度災害を防止するため、遊水地、河道掘削等
の整備を行い、令和元年8月洪水時の水位を計画高水位以下に低減させ、洪水被害の軽減を図ることを目的に事業を
推進する。

 令和７年度補正予算により、遊水地整備にかかる排水機場の整備及び地盤改良等を実施することで、早期に治水安全
度の向上を図る。

周囲堤

佐賀県小城市小城町池上地先
お ぎ お ぎ いけのうえ

令和７年度補正
実施内容：遊水地整備 等
事業費：５６７百万円※ ※六角川水系における直轄河川改修事業の

令和７年度補正予算の事業費を記載しております。

ろ っ か く が わ う し づ が わ

河川－４

遊水地整備（排水機場・地盤改良） 一式

初期湛水池

周囲堤

牛津川

【凡 例】
：R7当初まで
：R7補正
：R8以降

浸水想定区域

令和7年11月撮影



日出来橋

筑後川

城原川

佐賀江川

田
手

川

佐賀市

佐賀市

吉野ヶ里町

那珂川町

久留米市

福岡市

長崎自動車道

JR長崎本線

263

34

264

208

385

442

建設予定地
城原川ダム

264

▲

脊振山

仁比山

神埼市

城原川ダム建設事業【直轄】 河川－５
じょ う ば る が わ

位置図

かんざきし ちくごがわ じょうばるがわ

■令和７年度補正実施内容
用地補償 等

事業費：1,347百万円

城原川ダム完成イメージ

諸元

志波屋代替地
し わ や

平ヶ里代替地
ひらがり

■事業概要
○場 所 佐賀県神埼市（筑後川水系城原川）
○目 的 洪水調節
○諸 元 堤高:約60ｍ 総貯水容量:約3,550千ｍ3

○経 緯 昭和54年度 実施計画調査着手
平成30年度 建設事業着手

○事業効果 ダムによる洪水調節を行い、城原川ダム
下流域の治水安全度の向上を図る。

■洪水被害の軽減を図る洪水調節専用のダム

城原川位置図

福岡

大分佐賀

長崎

熊本

宮崎

鹿児島

城原川

筑後川

施工状況（R7.11撮影）

家屋移転状況（R7.12撮影）

完成状況（R7.8撮影）



本明川直轄河川改修事業（半造川引堤事業）【直轄】

 本明川支川半造川は、昭和32年7月洪水（諫早大水害：約1/30）、昭和57年7月洪水（長崎豪雨：1/50）、平成11年7月洪水（諫
早集中豪雨：1/15）により甚大な被害を受けた。

 半造川は、流下能力が1/10程度と本明川水系では著しく低いことから、浸水被害軽減のため、整備計画目標流量（約
1/30）での改修が早期に必要である。

 令和７年補正予算により、築堤（引堤）を実施することで、早期に治水安全度の向上を図る。

ほ ん み ょ う が わ は ん ぞ う が わ

効 果事業内容

本明川水系 国管理河川の浸水想定図
（1/30規模降雨）【現況河道】

本明川水系 国管理河川の浸水想定図
（1/30規模降雨）【中長期時点】

外水による

浸水被害の解消

半
造
川
↓

諫早消防署

いさはやしわしざきまち

諫早市鷲崎町

いさはやしふなこしまち

諫早市船越町

浸水想定区域

引堤事業範囲

は
ん
ぞ
う
が
わ

日本ハム（株）
諫早プラント

長崎県立諫早
農業高等学校

諫早私立
諫早中学校

引堤の状況

新堤 旧堤

しまばら

島原鉄道

はんぞうはし

半造橋

国道57号

引堤実施前
浸水戸数：約1,060戸

引堤実施後
浸水戸数：約0戸

令和７年度補正
実施内容：築堤 等
事業費：１４０百万円※

※本明川水系における直轄河川改修事業の令和７年度補正予算の事業費を記載しております。

河川－６



■事業概要
○場 所 長崎県諫早市（本明川水系本明川）
○目 的 洪水調節

流水の正常な機能の維持
○諸 元 堤高:約60.0ｍ 総貯水容量:約6,200千ｍ3

○経 緯 平成2年度 実施計画調査着手
平成6年度 建設事業着手

○事業効果 ダムによる洪水調節を行い、本明川ダム下流域
の治水安全度の向上を図る。また、下流河川の
環境を維持するための水量を確保し渇水被害の
軽減を図る。

■洪水被害と渇水被害の軽減を図るダム

本明川ダム建設事業【直轄】 河川－７

いさはやし ほんみょうがわ ほんみょうがわ

本明川上流部

本明川

本明川

富川

本明川流域

位置図

■令和７年度補正実施内容
建設発生土受入地整備、用水路付替、
管理設備詳細設計 等

事業費：1,000百万円

本明川ダム完成イメージ

ほ ん みょ う が わ

基礎地盤 EL.約96.0m

最低水位 EL.約117.0m

平常時最高貯水位 EL.約133.5m

洪水時最高水位 EL.約148.0m

堆砂容量 400,000m3

利水容量 2,000,000m3

洪水調節容量 3,800,000m3

流水の正常な機能の維持 2,000,000m3

有効貯水容量
5,800,000m3

総貯水容量
6,200,000m3

EL.約91.5m

諸元

2,000千m3

3,800千m3

400千m3

2,000千m3

5,800千m3

6,200千m3

用水路付替

建設発生土受入地整備

R7補正実施内容

付替市道

工事用道路

付替県道
母材山

本明川ダム

【凡例】

施工中

令和7年度補正

R7.11時点完了

基礎掘削施工状況
（令和7年10月撮影）



緑川直轄河川改修事業（緑川・浜戸川高潮対策事業）【直轄】

 緑川河口付近や浜戸川においては、堤防高が満足しておらず、高潮に対する安全度が不足している。

 既往最大規模である昭和２年台風９号と同規模の高潮対策（ T.P.6.0m対応）を実施するとともに、緑川流域に伊勢
湾台風規模の高潮が発生した場合の対策（T.P.7.0対応）として高潮堤防の整備を段階的に実施する。

 令和７年度補正予算により、築堤（高潮対策）を実施することで、早期に治水安全度の向上を図る。

事業内容 凡例

■令和７年度当初まで

■令和７年度補正実施

■令和８年度以降

高潮堤防整備前 浸水戸数 約1,750戸

高潮堤防整備後（TP6.0） 浸水戸数 約0戸

効 果

高潮堤防整備を実施することにより、緑川・浜戸川
流域で既往最大規模の高潮に対して、浸水被害
の解消が図られる。

令和７年度補正
実施内容：築堤 等
事業費：１,３８６百万円※

※緑川水系における直轄河川改修事業の令和７年度補正予算の事業費を記載しております。

み ど り か わ は ま ど が わ

河川－８



JR九州
熊本総合
車両所

←白川

←坪井川

十八口堰
(撤去)

新世安橋

薄場橋
(架替)

熊本西大橋
八城橋

長六橋

▲代継橋
【基準地点】

蓮台寺橋

三本松堰
(撤去)

JR白川橋梁
(補強)

5k000

統合堰
(新設)

掘削護岸

掘削護岸

掘削護岸

掘削護岸

新 取水樋管
井樋山堰
(撤去)

泰平橋

緊急対策特定区間
井樋山堰～泰平橋

世安橋

白川橋

白川直轄河川改修事業（白川固定堰群改築事業）【直轄】

A
A‘

 熊本市中心市街部を流れる白川においては、固定堰群（井樋山堰、十八口堰、三本松堰）が及ぼす流下阻害による水位上昇
や土砂補足による流下断面不足により白川市街部の流下能力を著しく低下させている。また、平成２８年熊本地震を契機とし
て白川上流の山腹から河道内への土砂流入が増加し、特に固定堰上流付近への堆積が顕著となり、治水安全度が低下して
いる。

 令和７年度補正予算により、掘削護岸等を実施することで、早期に治水安全度の向上を図る。

【凡 例】
：R7当初まで
：R7補正
：R8以降

熊本県熊本市

西区蓮台寺地先

熊本県

位置図

れんだいじ

令和７年度補正
実施内容：掘削護岸 等
事業費：８８６百万円※

※白川水系における直轄河川改修事業の
令和７年度補正予算の事業費を記載しております。

し ら か わ

河川－９

新堰施工状況（左岸上流側より撮影）

令和7年9月撮影



川辺川ダム建設事業【直轄】 河川－１0
か わ べ が わ

■事業概要
○場 所 熊本県球磨郡相良村（球磨川水系川辺川）
○目 的 洪水調節
○諸 元 堤高:107.5ｍ 総貯水容量:約1億3,000万ｍ3

○経 緯 昭和42年度 実施計画調査着手
昭和44年度 建設事業着手
令和4年度 球磨川水系河川整備計画を策定

○事業効果 ダムによる洪水調節を行い、川辺川ダム下流域
の治水安全度の向上を図る。

■洪水被害の軽減を図る洪水調節専用のダム

く ま ぐん さがら むら く ま がわ かわべ がわ

熊本県

位置図

■令和７年度補正実施内容
付替道路工事、生活再建対策盛土工
事、地質調査、本体関連施設設計 等

事業費：1,648百万円

川辺川の流水型ダムのイメージ

諸元

実施箇所

洪水時最高水位
El280.0m

洪水調節容量
約119,000千㎥

堆砂容量
貯水池内盛土等
約11,000千㎥

El282.5m

ダ
ム

高
10
7.
5m

生活再建対策盛土のイメージ

凡例
：河川
：ダム
：流域

※平場整備の候補地を示したものであり、
整備が決まったものではありません。

※現時点の設計案に基づき作成しており、
今後変更の可能性があります。

※

※



■緑川ダムは、管理開始から54年経過しており、洪水調節容量内の堆砂が進行している状況であり、洪水調節機能に支
障を及ぼすおそれがある。

■令和７年度補正により、洪水調節容量内の堆積土砂の集中的な除去を推進していく。

緑川ダム堰堤改良事業（緑川ダムリフレッシュ事業【直轄】）

緑川ダム

貯水池堆砂除去状況

対策概要図

大分県

福岡県

佐賀県

長崎県

鹿児島県
宮崎県

熊本県
緑 川

緑川ダム

令和７年度補正予算掘削実施箇所

国管理区間

洪水調節容量内堆砂区間

令和７年度補正

実施内容：堆砂土砂掘削

事業費：２５０百万円

み ど り か わ

河川－１１



緑川水系緑川 総合水系環境整備事業【直轄】

位置図

 甲佐町は、スポーツを楽しめる環境づくりを推進しており、これまで国と町が連携を図り整備した総合運動公園では、
現在、多くの方々に利活用されているところであるが、運動公園利用と併せた様々な利活用が安全かつ便利に行える場
を新たに整備することで、利用者層や利活用者の拡大とともに地域住民の憩いの場となる河川空間の創出に取り組んで
いる。

 令和７年度補正予算により高水敷整正及び護岸の整備を行うことで、当該箇所の安全性を向上させるとともに、本事業
の促進を図る。

緑川

高水敷整正

護岸 親水護岸

高水敷整正

管理用通路

《 凡例 》
：R7年度補正
：R8年度以降

遊具遊び
ﾎﾞｰﾙ遊び

ｷｯﾁﾝｶｰ
ﾏﾙｼｪ

ｱｸｱｽﾛﾝ

水遊び

ﾃﾆｽ

整備箇所

ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞ

ｱｰﾊﾞﾝｽﾎﾟｰﾂ

整備イメージ

令和7年度補正
【実施内容】高水敷整正、護岸
【事業費】８０百万円

平面図
水辺空間の活用状況（総合運動公園等）

野球

サッカー

アクアスロン

整備箇所

総合運動公園

安津橋
あんしんばし

河川－１２



※事業費については、球磨川水系における
直轄砂防事業の令和７年度補正予算を
記載しております。

球磨川水系（川辺川）直轄砂防事業【直轄】 河川－１３
く ま が わ

 樅木川流域（八代市泉町）は、平成１６、１７年災害により甚大な被害を受け、多量の不安定土砂及び流木が残存してお
り、下流の家屋や県道１５９号等を保全するため、砂防施設の整備が早期に必要である。

 令和７年度補正予算により、砂防施設を完成させることで、早期に地域の安全度向上を図る。

やつ しろ し いずみまち

位置図

樅木川第３砂防堰堤

か わ べ が わ

もみぎがわ

施工箇所（樅木川第３砂防堰堤）

樅木川第３砂防堰堤

既往施設（治山3基）

【保全対象】
・人家 18戸
・県道 159号 等泉第八小学校（避難所）

樅木川

：土砂災害警戒区域

平面写真

令和７年度補正
実施内容：砂防堰堤工

事業費：６３７百万円※

もみ ぎ がわ

凡 例

■令和７年度まで

■令和７年度補正実施

樅木川第３砂防堰堤整備状況



阿蘇山直轄砂防事業【直轄】
あ そ さ ん

徳仏川２砂防堰堤完成イメージ
徳仏川２砂防堰堤

とくぼとけがわ
位置図

※事業費については、阿蘇山における
直轄砂防事業の令和７年度補正予算を記載
しております。

令和７年度補正
実施内容：砂防堰堤工
事業費：４８０百万円※

 徳仏川流域（阿蘇市）は、平成２８年熊本地震とその後の降雨等により多量の不安定土砂及び流木が残存しており、下流
域に位置する家屋や県道１４９号等を保全するため、砂防施設の整備が早期に必要である。

 令和７年度補正予算により、砂防施設整備を実施することで、早期に地域の安全度向上を図る。

とくぼとけがわ あ そ し

流域図

徳仏川2

河川－１４

【保全対象】
・人家 １８戸
・県道１４９号



※浸水面積、戸数については、切り上げ等により合計と合わない。

■令和２年７月豪雨では記録的な降雨となり、球磨川流域では観測開始以来最高の雨量・水位を記録し、河川の氾濫等

により、家屋の流出など甚大な被害を受けた。

■令和７年度補正予算にて、河道掘削、輪中堤・宅地かさ上げ、堤防整備（引堤）、遊水地を実施し、浸水被害の軽減

を図る。

球磨川大規模災害関連事業【直轄】
く ま が わ

河川－１５

事業費：14,755百万円※ ※球磨川水系における大規模災害関連事業の
令和7年度補正予算の事業費を記載しております。



大野川直轄河川改修事業（大津留地区河床低下対策事業）【直轄】

 大野川左岸大津留地区では、観測史上最大の洪水となった平成２９年９月台風第１８号洪水により、河床洗掘が進行
している。また、湾曲による偏流により左右岸水位差が生じている。

 令和７年度補正予算により、河床低下対策等を実施することで、早期に治水安全度の向上を図る。

乙津川

大分市
大津留地区

東九州
自動車道

大津留浄水場

河床低下対策（掘削工、捨石･根固工）

大野川

計画高水位

断面図（A-A’）

捨石･根固工
掘削工

（上流より下流を望む）

位置図

大分県大分市大津留地先
おおいたし お お つ る

【凡 例】
：R7当初まで
：R7補正
：R8以降

浸水想定区域
令和７年度補正
実施内容：河床低下対策 等
事業費：６６５百万円※ ※大野川水系における直轄河川改修事業の

令和７年度補正予算の事業費を記載しております。

お お の が わ お お つ る

河川－１６

施工状況（左岸上流側より撮影）

令和7年10月撮影



そ う り ん お お は し

た き お ば し

ま い づ る ば し

べ ん て ん お お は し

関連事業
多目的広場整備

（大分市）

代表横断図

大分川水系大分川 総合水系環境整備事業【直轄】

位置図
令和7年度補正
【実施内容】高水敷整正
【事業費】８０百万円

 大分川水系大分川下流域では、大分市が推進するスポーツによるまちづくりと一体となり、河川とまちが融合したス
ポーツ拠点および多様な利活用が可能な魅力のある河川空間の創出に取り組んでいる。

 令和７年度補正予算により高水敷整正を行い、上流側から滝尾橋までの一連の広場整備を完成させ、安全性や快適性
を向上させることで、水辺で憩う場として広範囲に利活用が可能となるよう、水辺利用の促進を図る。

⾼⽔敷整正

管理⽤通路

管理⽤通路

駐⾞場

マルシェ(市場) 等
野球等

体験学習等

安全なウォーキング・サイクリング等
アウトドア
（ピクニック、キャンプ等）

セーリング、カヌー等

サッカー等

堤内外のグラウンドを活⽤し
たスポーツ⼤会

【代表横断図】

階段
⾼⽔敷整正 管理⽤通路管理⽤通路

緩傾斜盛⼟

窪地盛⼟（⽤地取得含む）

管理室・トイレ
倉庫・休憩所

照明・案内サイン

整備イメージ

車いすマラソンの練習コース

水辺空間の活用イメージ

カヌー・セーリング体験

川裏緩傾斜化

⾼⽔敷整正

⾼⽔敷整正

階段

階段

管理⽤通路

⾼⽔敷整正

親⽔護岸

親⽔護岸

管理⽤通路

管理⽤通路

《 凡例 》

：R7年度当初まで
：R7年度補正
：R8年度以降
：他費目・他事業

たきおばし

お お い た が わ

河川－１７



● 川の駅公園

● 都城歴史資料館

大岩田遊水地

鉄道記念公園 ●

遊水地整備（低水護岸）

大淀川直轄河川改修事業（大岩田遊水地整備事業）【直轄】
お お よ ど が わ お お い わ だ

 遊水地の整備を実施している都城市街部では、氾濫危険水位を超過する洪水（H17,H23,H28,H30，R1,R2,R4）が近年頻発して
おり被害が発生している。

 大岩田遊水地を整備することで、主要地点岳下水位観測所において、約１００m3/ｓの洪水調節を行う。

 令和７年度補正予算により、遊水地整備等を実施することで、早期に治水安全度の向上を図る。

みやこのじょうし

宮崎県都城市
しもながえちょう おおいわだ

下長飯町大岩田地先

岳下水位観測所

低水護岸

囲ぎょう
堤 地内掘削

遊水地整備（イメージ）

HW
L

貯水池水
位

【凡 例】
：R7当初まで
：R7補正
：R8以降

令和７年度補正
実施内容：遊水地整備 等
事業費：８１７百万円※

※大淀川水系における直轄河川改修事業の
令和７年度補正予算の事業費を記載しております。

引用元：Google社「Google マップ、Google Earth」 https://www.google.com/intl/ja/permissions/geoguidelines/

河川－１８

施工状況（下流側より撮影）

令和7年11月撮影



 矢岳川流域（西諸県郡高原町） は、火山地域に位置し、ガリーの発達等による土砂流出が著しく、砂防施設に損
傷が生じやすい状況にあることから、砂防施設の整備が早期に必要である。

 令和７年度補正予算により、砂防施設整備（補修）を実施することで、早期に地域の安全度向上を図る。

大淀川水系直轄砂防事業【直轄】
お お よ ど が わ

宮崎県

矢岳床固群

令和７年度補正
実施内容：床固工
事業費：１２０百万円※

※事業費については、大淀川水系における
直轄砂防事業の令和７年度補正予算を記載
しております。

全景

矢岳床固群(補修)

矢岳川

保全対象
宮崎河川国道事務所３次元管内
図

水叩き摩耗本堤水通し天端の摩耗・破損

矢岳床固群（第３床固） 補修完成イメージ

や たけ がわ にし もろ かた ぐん たかはるちょう

河川－１９



宮崎海岸直轄海岸保全施設整備事業【直轄】 河川－２０

■宮崎海岸は約50年間で平均約65m（最大94m）の砂浜が侵食され、一ツ葉有料道路目前まで浜崖が迫っており、人家や重要幹
線道路への越波など、地域経済への影響は甚大となるおそれがある。

■波浪による海岸の侵食対策として、関係機関と連携し、海岸保全施設の整備を実施している。
■令和7年度補正予算により、突堤の整備を行うことで、早期に海岸の侵食対策を実施する。

み や ざ き か い が ん

富田
港湾

位置図

宮崎市

宮崎海岸

宮崎県

H26.10.11（台風19号通過前）

H26.10.13（台風19号通過後）

長期的な地形変化 短期的な地形変化

約50m 砂浜が消失

昭和60年 平成20年

レストハウス
レストハウス

宮崎市

埋設護岸

養浜（他事業含む）

一ツ葉有料道路

埋設護岸 シーガイアIC

突堤

一ッ葉PA
（レストハウス）

石
崎
川

整備延長 L=6,856m（石崎川河川区域を除く）

石崎川河川区域 補助突堤①補助突堤②

小突堤小突堤小突堤小突堤小突堤 令和７年度補正
事業内容：突堤 等
事業費 ：164百万円

凡例

令和６年度まで

令和７年度当初

令和７年度補正

令和８年度以降

他事業



川内川直轄河川改修事業（天辰第二地区まちづくり一体型引堤事業）【直轄】
せ ん だ い が わ あ ま た つ だ い に

 川内川では、薩摩川内市を含む下流部において、整備計画の目標流量がHWL超過する区間が存在するため、薩摩川内市の
まちづくり（土地区画整理事業等）と一体となり、天辰第二地区の引堤事業を実施している。

 令和７年度補正予算により、築堤等を実施することで、早期に治水安全度の向上を図る。

土地区画整理事業

区画整理された土地へ移転

写真①

AA‘

位置図

鹿児島県薩摩川内市天辰町地先
かごしまけん さつませんだいし あまたつちょう

R2～R5（5か年加速化）

で旧堤撤去・河道掘削

R2～R5（5か年加速化）

で引堤（築堤）整備

R７年度補正

引堤（築堤）

薩摩川内市天辰第二地区まちづくり一体型引堤事業（R6.9末撮影）

【凡 例】
：R7当初まで
：R7補正
：R8以降

令和７年度補正
実施内容：築堤 等
事業費：１,７９８百万円※

※川内川水系における直轄河川改修事業の令和７年度補正予算の事業費を記載しております。

河川－２１



桜島直轄砂防事業【直轄】
さくら じま

 有村川（鹿児島市）は、桜島の活発な火山活動により、土砂生産が多量の地域であり、出水のたびに大量の土砂が流

出し、砂防施設に損傷が生じやすい状況にあることから、下流の家屋や国道２２４号を保全するため、砂防施設の整備

が早期に必要である。

 令和７年度補正予算により、砂防施設整備（改築）を実施することで、早期に地域の安全度向上を図る。

令和７年度補正
実施内容：砂防堰堤工

事業費：４７３百万円※

か ご しま し

※事業費については、桜島における
直轄砂防事業の令和７年度補正予算
を記載 しております。

有村川3号堰堤改築完成イメージ

立入禁止区域

有村川保全対象地区
有村川３号堰堤

水叩摩耗・破損

【保全対象】
・人家 １戸
・国道 ２２４号

凡例

■
■

令和７年度補正実施
令和８年度以降

：想定氾濫区域

凡 例

あり むら がわ

河川－２２


